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はじめに   1 

景観重点地区の区域   ２ 

 

 

 

山形市では、平成31年 4⽉に景観法に基づく「山形市景観計画」を策定し、良好な景観

の形成のための基本方針を定めるとともに、市⺠・事業者・⾏政の協働の取り組みである

景観まちづくりを推進することとしています。また、当該計画において、特に優れた景観

形成に向け、重点的かつ計画的に整備、又は保全していく必要があると認められる地区に

ついて、より積極的な景観形成を推進するため、景観重点地区制度を創設しました。 

本書は、景観重点地区の指定に伴って必要となる届出の手続きや、本地区の特性に応じ

た景観形成基準に基づき、景観まちづくりを進める際の考え方のポイントを整理したもの

であり、そこに暮らす人々が誇りと愛着を持ち、訪れる人々にとっても心地よい空間とな

るよう、地域の魅力を未来へ継承する指針とするものです。 

 

 七日町御殿堰周辺景観重点地区は、山形市中心市街地グランドデザインに示している
「戦略的景観構築ブロック」のうち、「水の町屋七日町御殿堰」、「七日町ルルタス」、「十一

屋本店」及び「オワゾブルー山形」を含む範囲を重点地区と定めます。 
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届出対象行為・規模   ３ 

 

 

 

（１）届出対象行為 

届出対象行為は、次の①～⑥の６項目とします。（届出の対象となる規模は次頁） 

届出対象行為 対象物の定義 

①建築物の新築、増築、改築若 

しくは移転、外観を変更する 

こととなる修繕若しくは模様 

替又は色彩の変更 

ア 屋根及び柱若しくは壁を有するもの 

イ アに附属する門、塀 

ウ 観覧のための工作物 

エ 高架の工作物内に設ける事務所、店舗、興行場、倉庫など 

オ ア～エの建築設備 

②工作物の新設、増築、改築若 

しくは移転、外観を変更する 

こととなる修繕若しくは模様 

替又は色彩の変更 

ア 木柱、鉄柱、RC柱、合成樹脂製の柱、煙突その他これらに類 

するもの 

イ 物見塔、電波塔、装飾塔、アンテナその他これらに類するもの 

ウ 電気供給のための電線路又は有線電気通信のための線路（支持

物を含む。） 

エ 物の製造、貯蔵、処理の用に供する施設 

オ 自動車車庫 

カ 高架水槽、サイロその他これらに類するもの 

キ 太陽光発電施設 

ク 風力発電施設 

③都市計画法に規定する開発 

行為 

主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で

行う土地の区画形質の変更 

④土地の開墾、土石の採取、鉱 

物の掘採その他の土地の形質 

の変更 

ア 土地の開墾 

イ 土石の採取 

ウ 鉱物の掘採 

エ ア～ウのほか、切土、盛土を行うことなどにより土地の形状が

変化する行為 

⑤屋外における土石、廃棄物、 

再生資源その他の物件の堆積 

ア 屋外における土石の堆積 

イ 屋外における廃棄物の堆積 

ウ 屋外における再生資源の堆積 

エ 屋外におけるその他の物件の堆積 

※その他の物件とは、コンクリート製品や型枠などの建築資 

材・器材、工場における運搬用パレット、木材・金属など 

の原材料・製品など 

⑥夜間において公衆の観覧に供 

するため、一定の期間継続し 

て建築物その他の工作物又は 

物件の外観について行う照明 

届出対象規模の建築物及び工作物に行われる当該照明 
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（２）届出対象規模 

①建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

②工作物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

■建築物・工作物 

新築：地区内で行われるものすべて 

増築、改築、移転： 

床面積が 10 ㎡を超えるもの 

外観：外観の 1 面あたりの面積の 2

分の 1 を超える外観の変更 

その他、修景を含め、景観形成に強く

影響を及ぼす行為 

   【増築、改築、移転】      【外観】 

③都市計画法に規定する開発行為 

■行為によって生じる法面若しくは擁壁 

高さ：5ｍ超 

延長：30ｍ超 

■行為の規模 

面積：3,000 ㎡超 

【形の変更】       【区画の変更】 

 

 

 

 

 

 

【質の変更】 

 

 

 

 

 

④土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更 

■行為によって生じる法面若しくは擁壁 

高さ：5ｍ超 

延長：30ｍ超 

■行為の規模 

面積：3,000 ㎡超 

 

 

 

 

 

 

 

⑤屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

■行為によって生じる堆積 

高さ：5ｍ超 

面積：1,000 ㎡超 

※堆積の期間が 30 日を超えるものに 

限る 

 

 

 

 

 

⑥夜間において公衆の観覧に供するため、一定の期間継続して建築物その他の工作物又は物件の外観に

ついて行う照明 

届出対象規模の建築物及び⼯作物に対

して⾏われる、照明の新設・移設及び

⾊彩等の照明方式の変更 

※催し等のための一時的なもの、試験・

研究のためのものを除く 
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届出の流れ   ４ 

 
 

 

届出の対象となる行為を行う場合は、事前協議、行為の届出を経て、行為の着手が可能

となります。 

【注意事項】 
１ 届出に必要な書類等が揃っていないと、届出を受理することができません。 

２ 届出の内容について、実地の調査を必要とするときなど、着手制限期間の延長が通知さ

れた場合は、最大９０日間行為に着手することができない場合があります。 

３ 根切り工事、山留め工事、ウェル工事、ケーソン工事その他基礎工事は、行為の着手の

制限には該当しません。 
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届出等が景観形成基準に適合しない場合   ５ 

 

 

 

事前協議や行為の届出等の内容が、景観形成基準に適合しないときは、次のような措置

を行う場合があります。  

 

（１）助言・指導  

事前協議又は届出に係る行為が景観形成基準に適合しないときは、助言や指導を行う

場合があります。  

 

（２）命令・勧告  

届出内容が景観形成基準に適合しないときは、設計変更等の勧告を行う場合がありま

す。  

また、特定届出対象行為（変更命令の対象となる行為※）が形態・意匠の基準に適合

しないときは、設計変更等の命令を行う場合があります。  

※建築物の建築等及び工作物の建設等  

 

（３）公表  

勧告や命令を受けたものの、正当な理由なく当該勧告又は命令に従わないときは、あ

らかじめ当事者に意見を述べる機会を設けた上で、次に掲げる事項を公表する場合があ

ります。  

・届出者の氏名及び住所  

・対象となった行為及び位置  

・勧告又は命令に従わなかった事実  

 

（４）罰則  

届出を行わない、又は変更命令に従わないとき等は、次のとおり、景観法に基づく罰

則が適用される場合があります。 

景観法に基づく罰則（一例） 

対象行為 罰則 

変更命令違反 ５０万円以下の罰金 

無届・虚偽の届出 
３０万円以下の罰金 

行為の着手制限違反 
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届出に必要な図書   ６ 

 
 

 

（１）届出に必要な図書  

事前協議、行為の届出、完了等報告に必要な図書は下記のとおりとします。 

なお、行為の届出の際には、事前協議で提出した図書と同一の図書を省略することがで

きます。 

 

１）事前協議 

① 景観計画区域内行為（変更）事前協議申出書  

② 行為の区分に応じた図書（次頁参照）  

 

２）行為の届出  

① 景観計画区域内行為（変更）届出書  

② 行為の区分に応じた図書（事前協議時に提出した図書は省略可）  

 

３）完了等報告  

① 景観計画区域内行為完了等報告書  

② ４方向以上から撮影した完了後の状況を示すカラー写真 

 （色彩を識別することのできるものに限る。）  

③ ②の写真の撮影位置・方向を図示した図面  

④ その他市長が必要と認める図書 
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（２）行為の区分に応じた図書類 

行為の区分 図書の種類 図書に明示する事項 備考 

❶建築物の 

   建築等 

付近見取図 

（縮尺 1/2,500以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

 建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

配置図 

（縮尺 1/100以上） 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 届出の対象となる建築物の位置 

⑷ 敷地に接する道路の位置及び幅員 

⑸ 土地の高低 

⑹ 外構施設の位置及び材料 
⑺ 敷地内その他の建築物、工作物及び広告物 

 の位置 

⑻ 寸法 

 

立面図 

（縮尺 1/50以上） 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 外壁及び屋根の材料の種類、仕上げ方法 

 及び色彩 

⑶ 開口部、屋外附帯設備、軒等の位置、形状 

 及び色彩 

⑷ 広告物の位置、形状及び色彩 

⑸ 寸法 

⑴ ４面以上 

⑵ 色彩はマンセル値 

で表示のうえ、着 

色すること 

 

 

 

平面図 

（縮尺 1/100以上） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 各階の間取り及び用途 

⑶ 寸法 

 

屋根伏図 

（縮尺 1/100以上） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 屋上附帯設備の位置 

⑶ 寸法 

 

 

緑化計画図 

（縮尺 1/100以上） 

（配置図と兼用可） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 保存する樹木、伐採する樹木、植栽する 

 樹木等の位置、樹種、樹高及び本数 

⑶ 寸法 

 

完成予想図 

 

 

⑴ 方位 

⑵ 色彩 

⑶ 周辺の状況 

マンセル値の表示は 

不要 

 

景観シミュレーション図 

（完成予想図と兼用可） 

 

 

⑴ 届出の対象となる建築物 

⑵ 周辺の建築物及び工作物 

⑶ 景観の背景となる山及び樹木等 

 

⑴ 景観の変化を表示 

⑵ 景観上の影響がわ 

ずかであると認め

る場合は省略可 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   
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行為の区分 図書の種類 図書に明示する事項 備考 

❷工作物の 

   建設等 

付近見取図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

 建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

配置図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 届出の対象となる工作物の位置 

⑷ 敷地に接する道路の位置及び幅員 

⑸ 土地の高低 

⑹ 外構施設の位置及び材料 
⑺ 敷地内その他の建築物、工作物及び広告物 

 の位置 

⑻ 寸法 

 

立面図 

（縮尺 1/50 以上） 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 外壁及び屋根の材料の種類、仕上げ方法 

 及び色彩 

⑶ 開口部、屋外附帯設備、軒等の位置、形状 

 及び色彩 

⑷ 広告物の位置、形状及び色彩 

⑸ 寸法 

⑴ ４面以上 

⑵ 色彩はマンセル値 

で表示のうえ、着 

色すること 

 

 

 

平面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 各階の間取り及び用途 

⑶ 寸法 

 

屋根伏図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 屋上附帯設備の位置 

⑶ 寸法 

 

緑化計画図 

（縮尺 1/100 以上） 

（配置図と兼用可） 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 保存する樹木、伐採する樹木、植栽する 

 樹木等の位置、樹種、樹高及び本数 

⑶ 寸法 

 

完成予想図 

 

 

⑴ 方位 

⑵ 色彩 

⑶ 周辺の状況 

マンセル値の表示は 

不要 

 

景観シミュレーション図 

（完成予想図と兼用可） 

 

 

⑴ 届出の対象となる工作物 

⑵ 周辺の建築物及び工作物 

⑶ 景観の背景となる山及び樹木等 

 

⑴ 景観の変化を表示 

⑵ 景観上の影響がわ 

ずかであると認め

る場合は省略可 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   

  

第
�
� 

景
観
法
�
�
基
�
�
�
�
行
為
�
�
届 

� 

届
出
�
�
必
要
�
� 



9 

 

行為の区分 図書の種類 図書に明示する事項 備考 

❸開発行為 付近見取図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

 建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

現況図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 土地の高低 

⑷ 樹林及び樹木の位置 

⑸ 切土又は盛土を行う部分の表土の状況 

⑹ 周辺の土地の利用状況 

 

土地利用計画図 

（縮尺 1/1,000 以上） 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 敷地に接する道路の位置及び幅員 

⑷ 敷地内公共施設の位置及び形状 

⑸ 敷地内建築物、工作物及び広告物の位置 

 及び用途 

⑹ 伐採する樹木等の位置、樹種及び樹高 

⑺ 植栽する樹木等の位置、樹種及び樹高 

⑻ 寸法 

 

 

 

 

造成計画平面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 切土又は盛土を行う土地の部分 

⑷ 行為後の法面、擁壁その他構造物等の位置 

⑸ 道路の位置及び幅員 

⑹ 寸法 

⑺ 計画断面図の縦断及び横断の位置及び方向 

 

造成計画断面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 行為の前後における土地の形状の差異 

⑷ 寸法 

縦断図及び横断図 

 

 

 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   
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行為の区分 図書の種類 図書に明示する事項 備考 

❹土地の形質 

の変更等 

付近見取図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

 建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

現況図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 土地の高低 

⑷ 樹林及び樹木の位置 

⑸ 切土又は盛土を行う部分の表土の状況 

⑹ 周辺の土地の利用状況 

 

計画平面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線  

⑶ 切土又は盛土を行う土地の部分 

⑷ 法面、擁壁その他構造物等の位置 

⑸ 廃土石の堆積の方法、面積及び高さ 

⑹ 遮蔽物の位置、種類及び構造 

⑺ 道路の位置及び幅員 

⑻ 寸法 

⑼ 計画断面図の縦断及び横断の位置及び方向 

 

計画断面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 行為前後の土地の形状の差異 

⑷ 寸法 

縦断図及び横断図 

 

 

 

緑化計画図 

（縮尺 1/1,000 以上） 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 保存する樹木、伐採する樹木、植栽する 

 樹木等の位置、樹種、樹高及び本数 

⑶ 寸法 

 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   
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行為の区分 図書の種類 図書に明示する事項 備考 

❺物件の堆積 付近見取図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

 建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

計画平面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 行為地 

⑷ 物件の堆積の方法、面積及び高さ 

⑸ 遮蔽物の位置、種類及び構造 

⑹ 敷地に接する道路の位置及び幅員 
⑺ 寸法 

 

計画断面図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 堆積された物件の形状  

⑶ 遮蔽物の種類、形状及び色彩 

⑷ 寸法 

縦断図及び横断図 

 

 

 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   

❻照明 

 

 

 

付近見取図 

（縮尺 1/2,500 以上） 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 行為地 

⑶ 道路、鉄道、河川その他目標となる土地、 

建物等 

⑷ 現況カラー写真の撮影位置 

 

現況カラー写真 行為地及び周辺の状況が分かる写真 ４方向以上 

配置図 

（縮尺 1/100 以上） 

 

 

 

 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 敷地の境界線 

⑶ 届出の対象となる屋外照明を設置する建築物 

又は工作物 

⑷ 屋外照明設備の位置 

⑸ 敷地に接する道路の位置及び幅員 

⑹ 土地の高低 

⑺ 寸法 

 

屋外照明設備の姿図 

 

 

⑴ 縮尺及び方位 

⑵ 屋外照明設備の形状、色彩その他の意匠、 

材質及び照明器具 

 

 

景観シミュレーション図 

 

 

 

 

 

⑴ 届出の対象となる屋外照明を設置する建築物 

又は工作物 

⑵ 屋外照明設備の位置 

⑶ 屋外照明設備の照射範囲 

⑷ 周辺の建築物及び工作物 

⑸ 景観の背景となる山、樹木等 

⑴  景観の変化を表示 

⑵  景観上の影響がわ

ずかであると認め

る場合は省略可 

 

 

景観チェックシート 景観の形成に関して工夫及び配慮を行った事項 別添様式による 

その他必要と認める図書   
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景観形成の目標と方針   1 

 

 

 

（１）景観形成の目標 

 

山形の歴史を土台に文化を継承し、 

七日町から豊かな暮らしを創造する 
 

七日町は、江戸時代前期に羽州街道沿いの商業地を中心に発展し、

その周辺に寺社や武家屋敷が立ち並びました。時代が進むと、明治に

は料亭も姿を見せるようになりました。今の町も当時の町割りの上に

成立し、かつ寺社や料亭など歴史を感じさせる建築物が今なお残り、

特徴的なまちが形成されています。 

かつての七日町の生活には、御殿堰の姿がありました。御殿堰は、

七日町の中心を東西に流れ、江戸時代には生活用水や農業用水として

利用されていましたが、時代が進むにつれ暗渠化されるなど、七日町

のまちなみから姿を消していきました。しかしながら、市民らによる

御殿堰を大切にした積極的な取り組みにより、姿を消していた水の流

れとともにあるまちなみが戻りつつあります。 

本市では、このような七日町、御殿堰周辺の特性や歴史を背景とし

て、本地区を「戦略的景観構築ブロック」として位置づけ、「御殿堰沿

いを歩きながら街を回遊したくなるような場所」づくり、料亭文化を

積極的に活用した空間整備などにより、ゆったりとした時間を過ごせ

るまちづくりに取り組んでいます。 

本地区の景観形成においては、地区の歴史や特性、現在のまちづく

りの取り組みを踏まえ、御殿堰の再整備とあわせて、御殿堰と調和し

た居心地の良い景観づくりや地区の個性を活かした風情と賑わいのあ

る景観づくり、人々が気持ちよく歩いて楽しめる景観づくりなど、七

日町が歩んできた歴史を刻みながら新たな姿として育っていくまちの

景観を丁寧に磨き上げていきます。 

  

 第２章 景観形成基準・屋外広告物設置基準 
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（２）景観形成の基本方針 

『山形の歴史を土台に文化を継承し、七日町から豊かな暮らしを創造する』ため、

景観重点地区における景観形成の基本方針を以下の通り設定します。 

人々が交差する舞台としてのまちなみ 

本重点地区の七日町は、名前が表すように七日に市が立ち、羽州街道の一部として、

人々の往来を古くから受け入れてきました。七日町大通りは日々の暮らしのなかで、

人々が何かを求め訪れるまちとなるように、時代ごとに挑戦し続けてきた商店主たち

により独自のまちなみが形成され、山形一の商業空間を成してきました。そこで築か

れてきたまちなみは、品の高い、丁寧な建築物によるまちなみです。これからも、山

形市の顔になるまちなみを形成していきます。 

御殿堰の生活とともにあるまちなみ 

御殿堰は馬見ヶ崎川から取水し、「あげつま」、「専称寺」、「大手門七日町口」を通

り、城のお濠へ向かいます。江戸時代には全長17.5kmにわたる堰を、地域住民が主

体となって管理をしてきました。近年は、下水道の整備や環境の変化から水質も改善

し、あちらこちらで昔ながらの石積みの間を流れる清らかな水音が聞こえるようにな

ってきたこの堰は、古くから生活とともにある唯一無二の資産です。せせらぎの水音

を楽しみながら歩く人や、店先で食事を楽しむような店舗づくりをしていくことで、

御殿堰と一体となったまちなみを形成していきます。 

四方の山並みを大切にするまちなみ 

山形市街地は奥羽山脈の山麓からなる馬見ヶ崎川扇状地の中にできた町です。人々

が暮らす町の背景にはいつも山並みがあり、そこから流れてくる水脈が生活を支えて

いる、そんな奥ゆかしい風景の中で暮らしてきました。伊藤博文が料亭を四山楼と名

付けたように、四方を山に囲まれ、その景色とともに日々変化する自然とともにある

まちなみを形成していきます。 

暮らしやすい七日町 

羽州街道は、商業店舗とともにまちなかの居住も進みつつあります。居住者がいる

ことで、町の安全性は高まり、商業機会も増え、人との情報交換から、新しい交流・

文化が生まれます。住みやすいまちにしていくために、商業と居住が併存するような

まちなみを形成していきます。 

歩くほど幸せになる七日町 

本市の中心市街地グランドデザインにおいて、「歩くほど幸せになるまち」をテー

マとして掲げています。車に乗って目的地まで向かうのとは異なり、つらつら歩き、

ふらりと立ち寄り、佇む。七日町は山形市の中心市街地の顔として、それを先導する

役割を担います。そのために、歩く人にとって居心地の良い建築物や屋外広告物の在

り方を定めます。 
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屋外 

景観形成基準   ２ 

 

 

 

  
  

  

 

壁面を後退させることで、公共用地と壁面との間に広い空間が生まれるため、人々の

活動空間となる場所や植栽の空間を提供する場所を生み出すことができます。建築物と

外部環境とのゆるやかなつながりを持つことで、街角での活気を生み出します。 

気候変動が進むなか、暑い日に歩行者が日向を歩くのではなく、緑陰の下を歩けるよ

うにするために、高木の成育環境に適した建築形態を形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基

準 

考

え

方 

【七日町大通り沿い】 

●道路の路面の中心からの高さ 10m以下

の部分は公共用地から 3.0m 以上壁面

を後退させることを基本とする。 

●道路の路面の中心からの高さ 10mを超

える部分は公共用地から 5.0m 以上壁

面を後退させることを基本とする。 

【御殿堰沿い】 

●水路中心かつ歩道高さからの高さ 10m 

以下の部分は公共用地から 1.8m 以上 

壁面を後退させることを基本とする。 

●水路中心かつ歩道高さからの高さ 10m 

を超える部分は公共用地から 3.0ｍ以 

上壁面を後退させることを基本とする。 

沿道の壁面位置 

圧迫感を与える沿道空間 壁面後退による快適な歩行者空間の創出
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植栽と合わせてベンチなどを配置し、人の佇む場所を創出することで、歩行者がまち

なかに滞在しやすくなり、人々の日常的な交流のきっかけや店舗への立ち寄りなどが増

え、街角での活気を生み出します。 

また、駐車場の見え方にも配慮することで、まちなみの美観や歩行者の快適性を保

ち、敷地全体の印象が良くなるとともに、まちなか全体の魅力と一体感を高めることに

繋がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

考

え

方 

基

準 

敷地利用 

【共通事項】 

●歩道状空地は、格の高い道路らしく、中高木、生垣、低木などで緑化し、歩く人への

緑陰と癒しを提供する。 

●駐車場を設置する場合は、道路等の公共空間や歩道状空地からの見え方に配慮する。 
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歩道状空地は、公共用地と一体感のある空間とします。そのためには、舗装デザイン

を公共用地と歩道状空地で同じ仕様、または同じパターンとするなどして、素材・色彩

の調和を図るとともに、舗装材、目地位置を公共用地と調和させ、境界部が目立たない

ような配慮をします。 

また、公共用地と歩道状空地との境界部分の段差を無くすことで、訪れる人が歩きや

すい空間を創出します。 
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方 
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歩道との調和 

【共通事項】 

●歩道状空地は公共用地と調和させ、同等の素材感や色彩で仕上げるなど、公共用地と

一体となった空間を形成する。 

●歩道状空地にごみ箱は設置しない。 

【七日町大通り沿い】 

●ゆとりある歩行空間の形成に努め、オ

ープンカフェやイベントなど公共空間

との一体的な利用を進める。 

【御殿堰沿い】 

●歩道状空地は、公共空間及び民地の緑

と調和した緑化を行うことにより、休

憩や憩いの空間を演出する。 
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建築物等 

 

 
  

 

周辺の建築物と屋根の形態を揃えることで、突飛なデザインが抑えられ、その地域

の歴史や文化を反映した景観を守ることができます。 

統一感のある屋根形状は、視覚的に心地よい景観を生み出し、一定の調和を持たせ

ることで、落ち着いた雰囲気のまちなみを形成し、訪れる人々に安心感を与えます。 

また、一階には軒を設けることにより、人を迎え入れる中間領域が生まれ、より気

軽に多くの人が訪れることができるようになります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

屋根の形態 

基

準 

【共通事項】 

●落雪方向に十分配慮する。 

●周辺建築物との形態の連続性に配慮す

る。 

●２階以下の入り⼝や開⼝部には軒、

庇、オーニング等を設ける。 

【御殿堰沿い】 

●軒を設け、人を迎え入れる場所や歩行

者が通行できる空間を確保する。 
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高層建築物からまちを望んだ際に、屋根の色が騒色となることなく、雁戸山等の周

囲の山並みが綺麗に見えるようにするために、屋根の色に配慮します。 

屋根や庇は遠くからも目に入りやすい要素であるため、高明度、高彩度の色彩を用

いると景観に不調和をもたらします。落ち着いた色彩を使うことで、周囲の山々と調

和し、見る人に安心感や落ち着きを与え、まち全体の居心地の良さに繋がります。 
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屋根の色彩 

基

準 

【共通事項】 

●低明度、低彩度の落ち着いた色彩を基本とし、周囲の景観と調和した色彩とする。 

●高さ 10ｍ以下の部分における屋根・軒先・庇は低明度、低彩度の落ち着いた色彩を

基本とし、外壁及び周辺の建築物と調和した色彩とする。 

高明度・高彩度の色彩による背後の山並みとの不調和 低明度・低彩度の色彩による背後の山並みとの調和 
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強い反射光を持つ金属屋根や鏡面仕上げなどの屋根材は周囲と対比が強くなり、ま

ちなみに違和感を与える可能性があります。また、眩しさを生じさせないことで、快

適な環境づくりに繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電設備は、現代的で機能的な設備である一方、外観上は無機質な反射面を

持つことが多く、人の目に触れやすい通り沿いの空間においては、周囲の建築物やま

ちなみとの調和を損なう恐れがあります。 

屋根と一体的な形状とすることで、御殿堰周辺におけるまちなみの調和を保全する

効果が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

屋根の素材 

【共通事項】 

●光を強く反射する素材は使用しない。 

基

準 

考

え

方 

屋根 その他 

【共通事項】 

●太陽光発電設備を設置する場合は、道路等の公共空間や歩道状空地から目立たない

ように配慮する。 

基

準 

無機質な太陽光パネルが目立つ 建築物に馴染んでいる太陽光パネル

光を強く反射する素材の屋根
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単調で無機質な外壁が広範囲に連続すると、周囲の人々に対して圧迫感や閉塞感を

与え、通りの居心地が悪くなるほか、地区の魅力や個性が損なわれ、訪れる人にとっ

て印象に残らない視覚的に無表情なまちになってしまいます。 

外壁を分節化することで、建築物に表情の豊かさや奥行き感など、立体的なリズム

が生まれ、訪れる人の歩く楽しさや、まちの魅力の向上に繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

外壁の形態 

基

準 

【共通事項】 

●外壁が高さ方向及び横方向に長大になる場合は、分節化することで、表情豊かな建

築物を創出する。 

【色彩の調整による分節】

【形状の工夫による分節】

単調な色彩による無表情な外観 色彩変化による表情豊かな外観 

単調な形状により圧迫感のある外観 多彩な凹凸による表情豊かな外観
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色彩は建築物の印象を大きく左右します。高明度、高彩度の色彩を使用すると、ま

ちなみとしても落ち着きのない雑然とした印象となります。 

統一感のあるまちなみを形成するためにも、外壁の色彩を工夫することが、まちの

魅力や風格を保つうえで重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

外壁の色彩 

基

準 

【共通事項】 

●使⽤する色数を少なくする。 

●低明度及び低彩度の落ち着いた色彩を基本とし、周囲の建築物や山並みと調和した

色彩とする。※石材・木材などの自然素材、漆喰壁、レンガ、金属材、ガラス等の

表面に着色していない素材により仕上げられる部分の色彩は、その限りではない。 

●外壁、開⼝部等に使⽤するアクセントカラー(彩度４以上)は、多色使いを避ける等

慎重に検討する。 

周囲の建築物に配慮せず、高明度・高彩度の色彩を使用した建築物によるまちなみ 

外壁を低明度・低彩度の色彩とし、周辺の建築物とも調和するよう配慮したまちなみ 
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自然素材やその風合いを活かした外壁を基本とすることで、落ち着きのある景観が

形成されます。また、10ｍ以下という人の視線に近い範囲に特に配慮することで、歩

行者目線での快適性・親しみやすさの向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電設備を設置する場合、壁面に無機質な蓄電設備を備え付ける場合が多

く、人の目に触れやすい通り沿いの空間においては、周辺の建築物やまちなみとの調

和を損なう恐れがあります。 

そのため、蓄電設備を歩行者から目立たない配置とすることや、建築物の意匠や素

材に配慮することで、まちなみの調和を図ります。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

外壁の素材 

基

準 

【共通事項】 

●素材の質感を活かした外壁を基本とする。 

●高さ 10ｍ以下は自然素材を使⽤した外壁意匠を基本とする。 

考

え

方 

外壁 その他 

基

準 

【共通事項】 

●太陽光発電設備を設置する場合は、道路等の公共空間や歩道状空地から目立たない

ように配慮する。 

石材壁 漆喰壁 窯業系タイル壁

格子で隠す 壁面と調和させる 目立たない場所に配置する

木材壁

【素材の例】
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開口部は建築物の中でも目を引きやすく、素材や色彩の選定次第で外観の印象に大

きく影響を与えます。 

外壁との調和を図ることで、建築物全体としての統一感を持たせ、周辺との連続性

あるまちなみを創出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

七日町御殿堰周辺地区の風情や個性を活かした景観づくりとして、店先にのれんや

季節の花を飾ることで、歩行者に四季の移ろいや趣を感じさせ、まちの魅力を高めま

す。 

生活感が露出すると、景観が乱れ、商業・観光地としての品位が損なわれる恐れが

あります。これを防ぐことで、統一感と落ち着きのあるまちなみを維持することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

開口部 色彩 

基

準 

【共通事項】 

●扉や窓枠は、外壁と調和する素材や色彩を使⽤する。 

 

考

え

方 

開口部 その他 

基

準 

【共通事項】 

●店先にのれんや季節の花を飾る等、風情の演出に配慮する。 

●道路側や御殿堰沿いは店舗サービス以外の生活感が露出しないように配慮する。 

目立ちすぎる色や異質な素材 外壁と調和した開口部 

店先にのれんや季節の花を飾る 生活感の露出
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雨樋や縦樋などの屋外付帯設備を外壁と調和させることで、建築物の細部が目立た

なくなり、建物全体の印象がすっきりと整います。 

また、室外機やごみ箱など生活感や業務感が出やすい要素を公共空間から見えにく

くしたり、意匠性の高い囲いで隠したりすることで、歩行者に与える雑然とした印象

を防ぎ、落ち着きのある上質なまちなみを保ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

屋外付帯設備 

基

準 

【共通事項】 

●雨樋、縦樋などは外壁の色彩と調和させる。 

●室外機等の付帯設備や業務⽤のごみ箱は、道路等の公共空間や歩道状空地から⾒え

ないように配慮し、また⾒える場合は外壁の色彩と合わせた木製の囲い等で覆う。 

目立つ色の雨樋や無機質な付帯設備
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外壁と調和した雨樋と目隠しされた付帯設備
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設置場所と調和しないデザインの自動販売機は、無造作に設置されると景観を乱す

要因になります。そのため、色彩を周辺と調和させたり、目隠しを施すことは、沿道

の統一感を保つ効果があります。 

照明の配置や明るさを周辺と調和させることにより、落ち着きある夜間景観が形成

され、歩行者に安心感や心地よさを提供する効果が期待されます。 

これらの配慮により、訪れる人々に統一感と洗練されたまちの印象を与えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

考

え

方 

その他 

基

準 

【共通事項】 

●自動販売機を設置する場合は、周辺の建築物と調和する色彩を使⽤するか、自動販

売機を目隠しで囲うなどの工夫をする。なお、屋外「沿道の壁面の位置」の基準に

よる壁面後退部分の敷地への配置は認めない。 

●店先や外壁のガラス越しに⾒える照明は、統一的な夜間景観となるように配慮す

る。 

目立つ色彩の自動販売機 周辺の建築物と調和した自動販売機

光源が直接目に入り眩しい状態 光源が露出しないような工夫を施した夜間景観
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工作物 

 
 

   

 

 

 

沿道に設置される塀などの工作物の高さを抑え、歩行者や周辺の空間に与える圧迫

感や閉塞感を軽減することが、良好な歩行環境の創出に繋がります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塀などの工作物は、板塀や生垣、植栽などを用いることで、周辺の建築物と柔らか

く馴染み、歩行者に親しみや安心感を与えます。 

 
 

 

 

 

  

考

え

方 

工作物の高さ 

基

準 

【共通事項】 

●圧迫感を感じさせない高さとする。 

考

え

方 

工作物の形態 

【共通事項】 

●周辺の建築物等の形態と調和させる。 

 

基

準 

無機質なブロック塀 自然素材を用いた塀 
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高さを抑え、圧迫感を軽減させた塀 圧迫感を感じさせる高さの塀
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塀などの工作物が周辺の建築物から突出した色彩であると、景観全体の調和を乱す

原因となります。 

周辺と調和した色彩を用いることで、まちなみが穏やかで落ち着いた印象を与えま

す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アンテナなどの工作物を周辺のまちなみと調和させるには、設置場所等を工夫する

必要があります。例えば、アンテナを道路から目立たない場所に設置することで、歩

行者から見たまちなみがより調和したものとなります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

工作物の色彩 

基

準 

【共通事項】 

●周辺の建築物から突出した色彩の使⽤を避け、周辺の建築物と調和した色彩とする。 

考

え

方 

工作物の配置 

基

準 

【共通事項】 

●道路等の公共空間や歩道状空地から⾒えないように配慮する。 

 

周辺から突出した色の塀 周辺と調和した色の塀 

道路等から見える位置の工作物 道路等から見えない位置の工作物
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形態・意匠 

屋外広告物設置基準   ３ 

 
 
 
  

  

 

 

鮮やかな色を基調とする広告や、著しく大きい広告は、落ち着いた景観を損ねる要因

となるため、色彩、大きさ、形態を工夫しましょう。 

また、日よけ幕やのれんなどの昔ながらの意匠を用いることで、来訪者や地域住民に

とって快適で魅力的な空間が創出され、地域ブランドの向上や観光誘致にも繋がりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

基

準 

屋外広告物のデザイン 

【共通事項】 

●建築物壁面及び周辺の景観と調和するように配慮する。 
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お店の情報は、文字だけで表現する必要はありません。店に入るまでの道や店先に店

の商品や店に関係するものを置くことで、店内の情報をより分かりやすく表現すること

ができます。 

また、広告物の数や配置に配慮をすることで、落ち着いたまちなみが維持され、建築

物や通りの風情が際立ち、歩行者の回遊性や滞在性の向上に繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考

え

方 

基

準 

屋外広告物の店舗表現 

【共通事項】 

●サービスの表出を大切にし、通りに活気を与えるよう努める。 

●容易に掲出可能なはり紙・はり札などの屋外広告物について、貼り方、貼る場所は

乱雑にならないように気を付けて掲出する。 

屋外広告物が乱雑に配置され、 

情報や店内の様子が分かりにくい店舗

 

屋外広告物が整然と配置され、 

情報や店内の様子が分かりやすい店舗
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光を強く反射する素材は、日中の視認性や安全性を損なうだけでなく、周辺の景観と

の調和を乱す原因となります。 

一方で、木や石などの自然素材は、時間とともに風合いが深まり、落ち着いた色調と

質感によって、まちなみに溶け込みやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

考

え

方 

基

準 

屋外広告物の素材 

【共通事項】 

●光を強く反射する素材は使⽤しない。 

●建築物に調和した、自然素材を積極的に使⽤する。 

●のぼり旗等に使⽤する旗竿と土台は極力自然素材または落ち着いた色彩のものを使

⽤する。 

旗竿や土台の意匠を工夫した 

落ち着きのあるのぼり旗 
反射する素材の看板 

【素材の例】

木材の看板 石材の看板 反射を抑えた金属の看板 布材の看板
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屋外広告物の色彩は、まち全体の印象に大きな影響を与える要素です。 

高彩度の色彩は、周辺の景観との調和を乱しやすいため、使用面積を制限し、アクセ

ント的な使用にとどめることで落ち着きのあるまちなみが形成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【共通事項】 

●店舗で使⽤する屋外広告物の色数をできるだけ少なくするように努め、色彩相互の

調和に配慮する。 

●可能な限り、周囲の建築物・環境から突出した色の使⽤を避け、建築物と調和した

色彩とする。 

●地色と文字に使⽤する色彩は、彩度 5.0 以下とする。ただし、基準を超える色彩に

ついて、表示面積の 2/10 以下にとどめる場合はアクセントカラーとして使⽤して

もよい。なお、複数の屋外広告物を掲出する場合は、それぞれの屋外広告物ごと

に、基準を超える色彩の使⽤を表示面積の 2/10 以下とし、１つの屋外広告物を壁

面２面以上にまたがって掲出する場合は、それぞれの壁面ごとに基準を超える色彩

の使⽤を表示面積の 2/10 以下とする。また、広告幕及びのれんに限り、基準を超

える色彩を地色としても使⽤できることとする。 

考

え

方 

基

準 

屋外広告物の色彩 

基準を超える色彩の使用面積の考え方 

【複数又は壁面２面に跨る広告物を掲出する場合】 【アクセントカラー使用例】 

【広告幕及びのれんの場合】

基準を超える色彩が 2/10 以下 

基準を超える色彩が 2/10 超 

基準を超える色彩が 2/10 以下 

基準を超える色彩が 2/10 超 

基準を超える色彩を地色に使用し、

個性を演出した広告幕及びのれん 
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照明 

規模 

   
 

 

  

 

屋外広告物における「光の質」は、夜間景観にとって大事な要素となります。 

過度に明るく冷たい印象を与える白色や青白い照明は、まちなみの雰囲気を損ねるた

め、眩しさを抑えた、温かみのある暖色系の照明を用いることで、店舗等の魅力を優し

く引き立て、落ち着きのある空間を演出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

屋外広告物に多くの情報を盛り込みすぎると、判読できなくなるなど、利用者にとっ

て分かりにくいものとなってしまいます。 

伝えたい情報をできるだけ整理して、分かりやすい情報提供を行うことが大切です。 
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【共通事項】 

●照明を使⽤する場合は、暖色系を⽤いて眩しさを抑えた落ち着いた雰囲気の光とな

るよう工夫する。 

考

え

方 

基

準 

【共通事項】 

●必要最小限の種類・数とする。 

●店舗単位での屋外広告物全体の合計表示面積について、七日町大通り沿いは 10㎡以

下、御殿堰沿いは５㎡以下とする。 

●異なる種類の屋外広告物は、壁面に対して重なり合わないように配慮する。（壁面へ

の直列の掲出） 

●壁面への同様の屋外広告物の重複をさける。 

温かみのある照明を用いた店舗① 温かみのある照明を用いた店舗②

屋外広告物の情報量が多い店舗 伝えたい情報が整理され落ち着きある店舗
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維持管理 

 

 

 
 

屋外広告物は、汚れたり劣化したまま放置すると、道行く人に危害を及ぼしたり、景

観を阻害する原因となるばかりではなく、店舗や事業所のイメージを損ねかねません。

定期的に点検して、常に良好な状態を保つようにしましょう。 
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【共通事項】 

●汚れがみられるものや表示内容が古くなったものは、改修や交換、または撤去する

など適切な維持管理をする。 

老朽化した看板 適切に維持管理された看板
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 屋外広告物に関する色彩基準の範囲について 

 

 
 
色彩基準の範囲の目安を四角で囲っていますので、ご参照ください。 

また、このガイドラインでは代表的な例として色相を５で統一し表記しております。 

［屋外広告物の色彩基準の範囲（対象となる基準：ｐ3６）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※(参考)Ｎ０について 

マンセル表色系では最も理想的な黒をＮ０としていますが、完全に光を吸収してしまう色であり、色

表現できないため、表記の上では下限の明度をＮ１,上限をＮ9.5としています。  

 資料 マンセル値による色彩基準 

Ｎ 

屋外広告物の地色と文字の 
色彩の基準となる範囲 

※印刷状況等により、実際のマンセル値とは色表現が

異なる場合がございます。色彩の確認は実物の建材

サンプルや色見本帳で行うことを推奨します。 
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 解説 マンセル表とは 

 
 
 
景観計画等では、色彩を正確にかつ客観的に表すために、マンセル表色系を採用していま

す。 

マンセル表色系は、JISにも採用され多くの国で用いられている、色彩のものさしともい

える尺度で、一つの色彩を「色相(いろあい)」「明度(あかるさ)」「彩度(あざやかさ)」とい

う３つの属性の組み合わせによって表現します。これによって、赤や青、黄色などといった

色名による表現よりも個人差の無い正確な色彩を表現することができます。 

 
色相（いろあい） 
色相はいろあいを表します。１０種の

基本色（赤、黄赤、黄、黄緑、緑、青

緑、青、青紫、紫、赤紫）の頭文字をと

ったアルファベット（Ｒ，ＹＲ，Ｙ，Ｇ

Ｙ，Ｇ，ＢＧ，Ｂ，ＰＢ，Ｐ，ＲＰ）と

その度合いを示す１～１０までの数字を

組み合わせ、１０Ｒや５Ｙなどのように

表記します。 

 

明度（あかるさ） 
明度は、あかるさの度合いを０～１０

までの数値で表します。暗い色ほど数値

が小さく、明るい色ほど数値が大きくな

り１０に近くなります。 

 

彩度（あざやかさ） 
彩度は、あざやかさの度合いを０～ 

１６程度までの数値で表します。色味の

無い鈍い色ほど数値が小さく、白、黒、

グレーなどの無彩色の彩度は０になりま

す。逆に鮮やかな色彩ほど数値が大きく

赤の原色の彩度は１６程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンセル記号はこれら３つの属性をあ

わせて一つの色彩を表記する記号です。

有色彩は､色相､明度､彩度を組み合わせて

表記し、無彩色はニュートラルを表すＮ

と明度を組み合わせます。 

 
 
  

マンセル記号による色彩の表し方 

色合い 明度 彩度 

無彩色 明度 
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●お問い合わせ先 
山形市 まちづくり政策部 まちなみデザイン課 

〒990-8540 山形市旅篭町二丁目３番２５号 

TEL：023-641-1212 FAX：023-624-8903 

（景観について：内線 512 屋外広告物について：内線 516） 

 
令和６年３月作成・発行 


